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http://www.konan-u.ac.jp/hp/els/BAThesis/
以下のアドバイスは一般的なものです。細部にわたるガイダンスはゼミの担当教員から説明があります。卒業論文作成に当たっては必ず担当教員に相談し、確認してください。

1. 概説：卒業論文とはどのようなものか
　卒業論文は大学生活のクライマックスです。３回生の時から何に取り組むかをよく考え、最終学年時には何をどのように取り上げて論文を書くかを明確な形でとらえておかなければなりません。そのためにはふだんから問題意識をもってゼミや専門の授業に取り組む必要があります。
　では卒業論文とはどのようなものでしょう。卒業論文とは雑誌記事のようなものではなく、また、ある学問分野の内容紹介や自叙伝といったものでもありません。理想的にいえば、人類の知識に対する新しい、独創性のある貢献です。英語の ‘Thesis’ は、本来、日本語の｢論文｣という意味だけではありません。自分自身が論文の中で論じ、展開したアイデアを意味します。学士レベルにおいてはこの目標を課することはありませんが、皆さんには特にオリジナリティ（独創性）を大切にすることを学びとってほしいと思います。

　たとえば、論文の結論が従来の研究と大きく変わらないものであったとします。しかし、オリジナリティは自分のアイデアをどのように論じたかにあらわれます。たとえば数冊の本を主な資料として使用し、そこからアイデアを得た場合、オリジナリティはここから生まれたいくつかのアイデアを新しい見方で融合させたり、異なるさまざまな観点を比較しつつ独自の判断をくだしていくところに見られるわけです。本に書いてあることを抜粋してつなぎ合わせてまとめただけでは卒業論文として認められません。先行研究文献を中心に据えて卒業論文を執筆する場合は、複数の先行研究を照らし合わせ、そこから何が見えてくるのかを考察することが求められます。したがって、卒業論文で大切なのはそもそもの「問題提起」「問題設定」であると言えます。一般的すぎる問題ですと概説書にそれに対する答えが載っていますから、卒業論文になりません。「イギリス英語とアメリカ英語の違い」とか「公民権運動について」といった広いテーマにすると、概説書にいくらでも解説が書いてありますから、本に書いてあることをつぎはぎしただけの内容になってしまいます。卒業論文は中高校生のレポートではないのですから、概説より一歩踏み込んだ内容でなければなりません。そのためにも卒論の「問題設定」は慎重に行う必要があります。
　最後に、過去に人が提唱したアイデアや研究を引用すること自体は、学術的な論文を書くうえでは当たり前のことですし、むしろやらなければいけません。しかし、自分のアイデアでない場合には、その都度必ずその出典を明示しなければなりません。他人のアイデアをそのまま書き写すことはルール違反です。本やインターネットから借用してきた文章をそのまま論文の一部として取り込み、その出典を明らかにせず、いかにも自分の発想であるかのように記すことはいとも簡単ですが、しかしそれは eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひょうせつ),剽窃)と呼ばれる行為（盗作）であり、大学では厳しく処分されます。近年剽窃により卒業論文が不可となる（＝留年となる）ケースが後を立ちません。詳しくは最後の節に解説しますのでよく読んでください。
2. アブストラクトとは何か？　なぜ英語で書く必要があるのか？

皆さんが何かを調査していて、その分野に関するさまざまな論文を読みたいとします。圧倒的に英語論文が多いことに気づくことでしょう。国際的な学術言語の一つは英語です。英語以外の言語で書かれた論文には、ふつう他の学者がその論文を読む必要があるかどうかを容易に判断できるよう、英語で書かれた要約がつけられています。みなさんの4年間の集大成である卒業論文に、英語で論文の要旨をつけることは、自分のアイデアを広く知ってもらう意味で、皆さんの将来の発展に大きな意味を持ちます。

　アブストラクトは論文を書き終えた時点で書くものです。本論の中で何を論じたかをおよそ250–300ワードで書きます。「なぜこのトピックを選んだか」というような、動機に当たることは書く必要はありません。単刀直入に論文のトピックを提示し、議論をどのように展開したかを簡潔に紹介し、結論をはっきりと書きます。アブストラクトの時制は通常現在形を用いて、‘In this thesis, I argue that ....’のようにします。過去形で書くのは御法度です。英語はネイティブスピーカーか、先生にチェックしてもらうようにしましょう。

3. 卒業論文の序章・本論・結論はどのように構成すべきか？

　多くの人が卒業論文を序章、第1章、第２章、・・・結論と分けて書きます。また各章はさらに1.1, 1.2, 2.1, . . . などと節に分けられることがあります。章立ての構成はゼミ担当教員のアドバイスに従ってください。

大切なことは、どのように全体を構成していくかをはっきりとらえることです。序章はみなさんの論文を読みすすんでいくうえでのガイドラインともなり、地図ともなるものです。序章(イントロダクション)は、この点でアブストラクトとは異なります。アブストラクトは、どのような内容をどのような方法で論じたかを ‘I will describe …’ や ‘I attempt to show…’ のようなフレーズを使って読み手に説明します。序章部分では結論をどう導き出していくかを記述し、詳細な内容の説明は省きます。ですから、序章の部分では、例示や引用は避けなければなりません。論文によっては、他の学者の研究とか、ある論文に対する反論からはじまる場合があります。この場合はもちろんその部分を引用することからはじめます。

　本論ではみなさんの議論を展開します。何章に分けるかは議論のすすめかたにより異なります。３章構成でなければならないという決まりはありません。

　結論部分では議論で到達した結果を明確に記述することが必要です。結論にいたるまでに、各章のまとめに再度触れておくことが必要になることもあります。

4. 注釈および参考文献はどのように記載すればよいか？

4.1.  注釈

　注釈とは、論文の本体に記述した場合、文章の流れを阻止するような補足的説明や情報のことです。よく見かけるものは、引用書物の詳細で、注釈 ‘footnotes’（脚注）とも呼ばれ論文の末尾に添付する場合、あるいは各ページの下にまとめて記載する場合があります。

マイクロソフトの「ワード」やその他のワープロではこのような脚注を自動的に処理してくれます。途中で増やしたり、削除した場合でも自動的に注釈の番号を付け直してくれます。それぞれのページの下につけることもできれば、各章の終わりにまとめてつけることもできます。

脚注の番号を挿入する場合に数字部分を小さく右肩に記載する方法もオプションでできるようになっています。特に括弧書きにする必要はありません。

（例）
漱石が「過半創造的の文字」1　と自註に記すとおり、そうした道徳劇に16世紀にはヴァイスという名前の人物が登場する。2

ただし、どのような注であれ、読み手の負担になりますので、いたずらに注を増やさず、本文中に書けることは本文中に書くようにしましょう。

4.2.  参考文献

　論文を書くにあたって使用する参考文献の表示方法にはいくつかの方法があります。標準的な書き方は、ここにあげた卒業論文を参照してください。日本語の書名は二重括弧『　　』でくくり、英語の書名はイタリックにします。また雑誌や論文集の中に編纂されている論文のタイトルは標準字体で表記し、日本語の場合は一重括弧「　　」、英語の場合は引用符“ ”でくくります。詳しくはウェブサイト上の書式サンプル
を参照してください。
5. 各分野の目標

5.1.  英語学分野
　英語学分野では、文法・意味・音声の特定の現象をとらえた個別研究を行います。英語学・言語学においてもっとも重要なことは現象がどのような仕組みで起こっているのかという「仮説」をまずはっきりさせることです。「仮説」は「仮」のものですので正しいかもしれないし間違っているかもしれません。仮説は正しいと言えるのか間違っているのか、それを検証すれば立派に「論文」として成立します。検証方法としては、文献研究の形で行う方法、自分でコーパスや一次資料から用例を探して観察する方法、アンケートや実験などで調査する方法などがあります。担当の教員とよく相談してください。
5.2.  文学研究
　文学研究は、作家研究、作品研究（小説、詩、戯曲）が多数を占めますが、他に作品の社会的・文化的背景や児童文学の研究も含まれます。論文では主人公の人間的成長（『高慢と偏見』）、ピューリタニズムと道徳（『緋文字』）、消費社会と自己（『グレート・ギャツビー』）、あるいは自己と社会の闘い（『ハムレット』）といったテーマを、作品を丁寧に読みつつ裏付けていきます。作品自体のテーマではなく、作品の形式、文化現象や歴史的コンテクストに着目する手法も可能です。
　従来なされてきた研究（これを「先行研究」とよびます）に目を通すことは大切ですが、それとは異なる何か新しいものを必ずしも発見しなくてはならないわけではありません。卒論のレベルではそのような革新的な読みを展開するのはなかなか難しいからです。また、先行研究を読むことによって、いわばその道の「プロ」の意見に完全に賛同してしまう場合もあるでしょう。そういうときには「自分はなぜこの意見に賛同するのか？」を考えれば論を立てることができます。あるいは、他の先行研究を参照してみてください。たぶん両者にはなんらかの違いがあるはずです。そこで自分はどちらにより賛同するのか、その理由は……と展開していけば自分の論を作ることができるでしょう。逆に、参考文献があまりない場合などは、自分でゼロから論を展開していくことになります。いずれにしても大事なのは、作品がなぜ面白いのか、どこがすばらしいのか、自分の感じ取ったものを中心にすえ、その理由をじっくりと探求することです。そして、自分の立てた論旨を読み手に納得してもらえるように丁寧に説明していきましょう。そのためには、章の構成や文章の分かりやすさ、論旨を補強する参考文献などが重要になってきます。

5.3.  文化研究
　文化研究は、英米の社会および文化現象・表象・活動を、それぞれの時代の歴史的文脈の中で読み解きます。研究対象は広範囲に及びますが、自分の選んだテーマに関する情報を集めることから始まります。十分な文献資料を集めることができれば、それを読み解き、自分なりの解釈を組み立て・立証することが可能になります。適切な一次資料（その時代、その場にいた人々の残した資料—例えば新聞記事、自叙伝また自叙伝的小説、歌詞、演説、日記、手紙など）と巡り合うことができれば、自分なりの議論を展開することが、より可能になるでしょう。研究方法については様々なアプローチがありますので、担当の教員とよく相談してください。
6. 装丁形式および提出期限について

　論文の提出は、学部・学科で統一した形式があります
ので、それに従って作成し、提出日に提出してください。形式に従わないもの、また期限を過ぎて提出されたものは受理されませんので注意して下さい。

7. 引用と剽窃について
　この節に書かれていることは、卒業論文が不可になるかどうかの重要なポイントが含まれていますので、よく読んで理解し、不明な点があれば指導教員に質問してください。

7.1.  剽窃とは

　「剽窃（ひょうせつ）」は日常では耳にしないことばですが、簡単にいえば他人が書いたものを「注記なく書き写すこと・コピペすること」です。たとえ論文の一部分であっても剽窃が発見された場合は著作権を違反した「盗作」扱いとなり、処罰の対象となります。卒業論文において剽窃＝注記のない書き写しが一箇所でも見つかった場合は、その卒業論文は「不可」となることがあります。
　あなたの卒論が出版されることを想像してみてください。そして，あなたが参考にした文献の著者があなたの書いたものを実際に読むということを想像してみてください。もしその人に「おいおい，これって私が書いたもののパクリじゃないか！」と思われるようなら，剽窃です。「私の書いたものを参照してくれてありがとう」と思われるならばそれは適切な引用です。両者には天地ほどの違いがあります。では適切な引用とはどのようなものでしょうか。
7.2.  引用とは

　他人が書いたものを「適切な方法で」参照元を明示しつつ引き写したものは「引用」とされ、剽窃とはみなされません。「引用」は著作権法においても著作権者に許諾を得ることなく利用できる方法です。では「適切な方法」とはどのようなものでしょうか。

　日本の法律である「著作権法」の第32条には以下のような文言があります。

「公正な慣行に合致すること、引用の目的上、正当な範囲内で行われることを条件とし、自分の著作物に他人の著作物を引用して利用することができる。同様の目的であれば、翻訳もできる」

では「公正な慣行」とはどのようなものでしょうか。文化庁のウェブサイトでは「引用における注意事項」として以下のように記されています。

「他人の著作物を自分の著作物の中に取り込む場合、すなわち引用を行う場合、一般的には、以下の事項に注意しなければなりません。

（1） 他人の著作物を引用する必然性があること。

（2） かぎ括弧をつけるなど、自分の著作物と引用部分とが区別されていること。

（3） 自分の著作物と引用する著作物との主従関係が明確であること（自分の著作物が主体）。

（4） 出所の明示がなされていること。」

レポートでも卒業論文でも、以上の引用ルールを確実に守る必要があります。繰り返しますが、他人が書いたものを引き写す場合、かならずかぎ括弧でくくるなどし、その都度出典を記してください。
7.3.  引用の方法

　引用には「出典元の文章をそのまま引き写す場合」と、「出典元の文章を引き写すわけではないが、出典元で得た情報を自分のレポートで参照する場合」に分けられます。
7.3.1.  文章を引き写す場合
　本文中に資料や文献の一部をそのまま引き写すときは、短いものであれば引用符を付して本文中に引用し、数行以上にわたる長いものの場合は独立した「ブロック引用」とします。その際、引用の末尾に、出典の略称、ページ数をカッコにいれて示します。すると、論文末尾につけた参考文献リストと照合することが可能になり、出典についてのより細かい情報を与えることができます。

　では例をみてみましょう。たとえば以下の文献（今井むつみ『ことばと思考』2010年、岩波書店）の一部を参考にしてレポートを書きたいとします。
心理学では、「思考」はしばしば人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指すのだ。自動販売機の前で、A社の缶コーヒーとB社の缶コーヒーのどちらを買うか決めることは、立派な「思考」である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今井 2010: 6–7）
これを以下のように書くと剽窃（盗作）となります。他人の文を写しているからです。
	　そもそも「思考」とは何を指すのか。心理学では、「思考」はしばしば人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指すのだ。


剽窃（盗作）になることを避けるにはカギ括弧でくくった上で引用元を明記します。
「」を使った引用の例
	　そもそも「思考」とは何を指すのか。今井 (2010: 6–7)によれば、「心理学では、『思考』はしばしば人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指す」ということである。

	　そもそも「思考」とは何を指すのか。心理学における「思考」とは、「人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指す」と言われている（今井 2010: 6–7）。

	　そもそも「思考」とは何を指すのか。心理学における「思考」とは、「人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指す」と言われている
。


引用部分が複数の文に渡る場合はカギ括弧引用ではなく、ブロック引用にします。
ブロック引用の例
	　そもそも「思考」とは何を指すのか。これについて、今井 (2010)は以下のように述べている。

心理学では、「思考」はしばしば人が心の中で（つまり脳で）行う認知活動すべてを指すのだ。自動販売機の前で、A社の缶コーヒーとB社の缶コーヒーのどちらを買うか決めることは、立派な「思考」である。

今井 (2010: 6–7)


小説などの一次資料の引用を別にして、大きな引用を多用するのはいかにも「手抜き」という印象を与えます。ブロック引用は本当に必要な場合のみに限定するようにしましょう。
7.3.2.  情報を引用する場合
　文献を参考にする場合、いくら引用の作法を守ったとしても、文章をコピペするより自分のことばに直した方が望ましいのは当然です。しかしその場合も、カギ括弧を使う必要はないものの、どこからその情報を得たかという引用元の情報を明示する必要があり、明示しなければやはり剽窃となります。
　引用情報を示すやり方は、8.1.節で例示した「文章を引き写す場合」と同じです。（ブロック引用は使いません。）
	　そもそも「思考」とは何を指すのか。今井 (2010: 6–7)によれば、「思考」にはじっくりと思索する場合だけでなく、人が脳内で行う認知活動全般も含まれる。

	　そもそも「思考」とは何を指すのか。心理学における「思考」とは、じっくりと思索する場合だけでなく、人が脳内で行う認知活動全般も含まれる（今井 2010: 6–7）。

	　そもそも「思考」とは何を指すのか。心理学における「思考」とは、じっくりと思索する場合だけでなく、人が脳内で行う認知活動全般も含まれる
。


　以上のように、自分の見解でないものについては常に引用元を明記するようにしてください。そのうえで「そのまま写す」ことを最小限にする工夫をしてください。

　しかし、「もとの文献をどのように自分のことばで言い換えれば良いかわからない」という人もいるかもしれません。コツは、「文献を直接見ながら書かない」ことです。つまり、もとの文献の内容を箇条書きや図式などをまじえて、自分でいったんノートに要約してみて、その自分のノートを見ながら論文やレポートを書くと良いでしょう。元の文献を直接見ながら論文・レポートを書くとどうしても写したくなります。文献ノートのようなものにいったん要約してから論文・レポートに取り組むことが必要です。
　最後に、引用元の明記の仕方にも工夫が必要です。学生の論文を見ていると「とりあえず引用元を書けばいいのだろう」ということで、すべての段落の末尾に機械的に引用元を入れている例が見受けられます。いくら引用が多くても、あなたの論文・レポートはあなたの書き物です。先行研究をただやみくもに機械的に羅列するのではなく、自分なりの方針で再構成するようにしてください。そのためにはつなぎの接続詞や接続表現を工夫したり（「しかしこれについては以下のような説もある」とか）、引用したあとで「つまり……ということである」というように自分なりに引用の内容をまとめなおしたりするのも良いでしょう。また、１つの参考文献をまとめるのではなく、複数の参考文献を対比させるとより良いでしょう。
　なお引用文中の省略は、英文の場合、ピリオド3つ半角スペースを入れて[ ]でくくって表します。
（文中の省略） The man [. . .] wanted to enter the center of eternity and grasp the moment of truth. 

（文中から文末までの省略） The man in black wanted to enter the center of eternity [. . .].

（一文丸ごと省略） He tried really hard.[. . .] But all he could see was nothingness.

日本文の場合は省略記号全角2文字分(［‥‥］)で表します。
7.4.  インターネット上の情報について

　卒業論文にしても、授業のレポートにしても、先行研究を調べて引用する場合は出版された本や論文を参照することが求められます。また昨今はインターネット上で学術論文のPDFファイルを閲覧・ダウンロードできる場合も多いので、それを先行研究とすることもできます。そういったPDFの論文の場合はほとんどの場合1ページ目のヘッダまたはフッタにその論文がもともとどこに掲載された論文かという「書誌情報」が記してあります。自分のレポートや卒業論文の参考文献一覧には、インターネットのURLではなく、書誌情報を記すようにしてください。

　いっぽう、ネットの情報でもウェブサイトやブログを先行研究とするのは避けましょう。本や学術論文は編集者のチェックや審査が入った上で出版されています（例外もあります）が、それ以外のネット情報は情報の質や正確さが担保されていません。つまりある意味「好き勝手に書かれている」ので学術的な信頼度が低いと言えます
。Wikipediaについても、そのまま参考文献とすることはなるべく避けてください。ただし、Wikipediaの基本方針には、「掲載記事は先行文献に基づかなければならない」とあります
。つまり、Wikipediaに書いてあることは原則的にすべて先行文献に基づいているということであり、そのため各記事には必ず文献の一覧が載っています。Wikipediaを参考にする場合は、Wikipediaの記事そのものを引用するのではなく、Wikipediaの記事の元となった文献をあたるようにしましょう。
7.5.  最後に

　以上の引用ルールは卒業論文だけでなく、ふだんのレポートにおいても守らなければなりません。中高校生のときは、本やネットに書いてあることをコピペしてまとめればそれで良いと認められたことがあるかもしれません。しかし大学レベルではそのようなことは許されません。必ず引用形式を守らなければならず、守らなければそれは剽窃/盗作とみなされます。逆に言えば、引用形式を確実に守れば剽窃/盗作とはなりません。
　また、もしあなたが先行研究をベースに卒業論文を書いていて、「引用だらけになってしまっている」と感じたならば、それはそもそもの出発点である問題設定に問題があると考えた方が良いでしょう。前述したように、問題設定が一般的すぎるとその答えは先行研究ですでに書かれていますから、引用ばかりになってしまいます。どのような切り口にすれば良いのか、指導教員とよく相談するようにしましょう。
� http://www.konan-u.ac.jp/hp/els/BAThesis/


� http://www.konan-u.ac.jp/hp/els/BAThesis/


� http://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/seidokaisetsu/gaiyo/chosakubutsu_jiyu.html　(2017年1月4日)


�今井 (2010: 6–7)。


� 今井 (2010: 6–7)。


� ただし大学のウェブサイト上に公開されている専門の研究者による解説などはある程度の信頼度があります。例えばStanford Encyclopedia of Philosophyはその一例。


� https://ja.wikipedia.org/wiki/Wikipedia:独自研究は載せない (2017.2.9アクセス)
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